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１ はじめに 

本研究の目的は，高等学校の教科書[1]の行間を埋め

ることにより授業構想に必要な情報を整理することである．

この行間埋めは，３つの視点，すなわち，学習指導要領

[3]における目標，既習の内容，どのように問題を解けば

いいかという見通しを踏まえて行う．このうちの既習の内

容の確認は，中学校の教科書（[2]）から適宜引用した上

で既習の内容とその関係を明確にする．行間埋めに必

要なその他の情報は[3]などから抽出する．対象とする単

元は「２次関数」で，具体的には，[1]の P. 68から P. 97の

行間埋めを行った．本稿ではそのうちの 5 つの例を示す． 

２ 行間埋めの例 

この節では，[1]の「２次関数」に対する行間埋めの例を

5 つ示す．各例は，[1]の引用部，[3]における目標，既習

の内容，どのように問題を解けばいいかという見通しで構

成する． 

 

例 2.1 

引用部：図 2.1に示す． 

 

図 2.1:[1]の P. 68の前半 

目標：具体的な事象から数量の関係を見出し，その関係

を式で表現できる． 

既習の内容：１次関数 y=ax+b は x に比例する部分 ax と

定数の部分 bの和の形になっている． 

見通し１：具体的な事象から関係式への組み立て方を順

序立てて説明する．具体的には，次の２つの手順(1)と(2)

を説明する． 

(1)与えられた条件を満たすよう式をつくる 

(2)具体的な値の式を複数つくり，それを一般化する 

(1)の手順 

Step 1．単位が複数あるとき，1 つの単位に統一する(この

問では変数 xが既に kmで表されているので全ての単位

を kmに統一する)． 

Step 2．地上(高さ 0km)の気温 20℃で，この 20℃からの

気温差が x/0.1に比例する．このことから式を求める． 

(2)の手順 

Step 1．(1)の手順 step 1 と同じ． 

Step 2．具体的な高さに対して式をつくる． 

xが 1kmのとき y=20-0.6×(1/0.1) 

xが 2kmのとき y=20-0.6×(2/0.1) 

xが 3kmのとき y=20-0.6×(3/0.1) 

など・・・． 

Step 3．Step 2 の式を一般化する．下線部に注目すると，

式の下線部を xにおきかえればよいとわかる． 

見通し２：具体的な数量の関係を式で表すことのよさを２

つ述べる．このよさをを確認することで，式で表すことの意

味も含めたこの問題の目的を見通すことができる． 

(1)数量の関係が分かりやすくなる．この問題では，高さと

気温の関係が分かりやすくなっている． 

(2)対象とする 2 つの数量のうち，1 つの値を与えたときの

もう 1 つの値を容易に求めることができる．具体的には地

上から 8ｋｍの気温を，式の x に 8 を代入することで求め

ることができる． 

 

例 2.2 

引用部：図 2.2に示す． 

 

図 2.2:[1]の P. 91の応用例題 5  

目標：2次関数を具体的な事象の考察に活用できる． 

既習の内容：２次関数の最大値・最小値の求め方． 

見通し１：２次関数の最大値を求める方法を知っているの

で，求めたい最大値をとる量を yとして，yが xの２次式で

表現できそうな変量 x をとる．この問題では断面積を y，

深さを x とおく． 

見通し２： 最後にまとめて書こうとすると忘れる可能性が

出てくるため変数を定めると必ず x の範囲をすぐ書くよう

にする．今回の問題では「x>0かつ 20-2x>0 より 0<x<10」

とかく． 

見通し３：最大という言葉から変化を意識することができる



 

ので，関数を使うことがわかる． 

 

例 2.3 

引用部：図 2.3に示す． 

 

図 2.3:[1]の P. 94の例題 7  

目標：条件に適した２次式の一般形を用いることができる． 

既習の内容：2 次式の一般形には，y=ax2+bx+c と平方完

成した y=a(x-p)2+qの 2つがある． 

見通し 1：頂点や軸ということばが与えられていることから，

それらに合うように，既習の内容で確認した２次式の一般

形を用いる．具体的には，次のとおりである． 

例 7(1) 頂点が(1,2)であることから y=a(x-1)2+2 とおける． 

例 7(2) 軸が x=-1であることから y=a(x+1)2+q とおける． 

見通し 2：2 つの 2 次式の一般形にそれぞれ座標を代入

し，解を導きやすい方を用いるという方法もある． 

見通し 3：頂点が分かる場合はグラフ上の頂点以外の 1

点が分かればグラフを 1 つに決めることができるが，軸と

1 点の場合はグラフが 1 つに決まることはない．そのため，

2点が与えられている． 

 

例 2.4 

引用部：図 2.4に示す． 

 

図 2.4:[1]の P. 76の C  

目標：y=ax２+qは，y＝ax２のグラフを y軸方向に pだけ平

行移動させたグラフであるとわかる． 

既習の内容：１次関数のグラフの平行移動を考える．例え

ば，y=2x+3 のグラフは y=2x のグラフを y 軸方向に 3 だ

け平行移動させたグラフである． 

見通し１：既習の内容から y=2x2+4 のグラフ(ア)は y=2x2

のグラフ(イ)を y軸方向に 4だけ平行移動させた形になり

そうだという見通しが立てられる． 

見通し２：図 2.4 の表やグラフにおける各 x の値と対応す

る y の値に注目することで(ア)と(イ)のグラフの位置関係

がわかる． 

見通し３：y軸方向に q だけ平行移動させたグラフの式は，

もとのグラフの式の右辺に q を足している形になっている． 

 

例 2.5 

引用部：図 2.5に示す． 

 

図 2.5:[1]の P. 77の D  

目標：y＝a(x-p)２のグラフは y＝ax２のグラフを x 軸方向に

pだけ平行移動させたグラフであるとわかる． 

既習の内容１：１次関数の平行移動を考える．例えば，

y=2x-6は y=2x-6=2(x-3)と表すことができて，y=2x-6のグ

ラフは y=2x のグラフを x 軸方向に 3 だけ平行移動させ

たグラフである． 

既習の内容２：例 2.4の見通し３． 

見通し１：既習の内容 1から，y=2(x-3)2は y=2x2を x軸正

方向に 3 だけ平行移動させた形になりそうだという見通し

が立てられる． 

見通し２：既習の内容 2から，x軸方向に pだけ平行移動

させたグラフの式は，もとのグラフの式を x=…の形にして，

その右辺に p を足している形になりそうだという見通しが

立てられる．具体的に y=2x２に対して，この式変形をする

と以下のように図 2.5 と同じ結果を得る． 

x=±√y/2 ⇒ ±√𝑦/2＋3=x ⇒ ±√y/2=x-3 

    ⇒y/2=(x-3)2⇒y=2(x-3)2 
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